
 

 新年の始まりとなる１月には、この１年を無

事に過ごせるように、家族の健康や幸せを願っ

て食べられる、さまざまな行事食があります。 

地域や家庭に

よって内容は

さまざまです

が、縁起の良

い食べ物が使

われます。 

歳神様へお供

えしていた鏡

餅を小さく割

り、お汁粉な

どに入れて食

べます。 

あずきの赤い色には、

悪いものを追い払う

力があると信じられ

ており、おかゆにして

食べます。 
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楽しい冬休みを過ごせましたか？ いよいよ学年最後の学期となりました。新型

コロナウイルスやインフルエンザなどの感染症を防ぐには、きちんと手を洗うこ

と、食事をしっかり食べること、ストレスや疲れをためないことが重要です。引き

続き、一人ひとりが感染予防を徹底しましょう。 年末年始は生活習慣が乱れやす

く、食べ過ぎや運動不足などで太りやすい時期です。規則正しい食生活を心がける

とともに意識して体を動かし、“正月太り” を解消しましょう。 

  

 

1995（平成７）年１月17日に、阪神・淡路大震災が発生しました。寒さ厳しい中、被災した多くの人たちを支えたのは、ボランティアによって届けられた炊き出

しの「おむすび」です。震災発生から５年が過ぎた2000年、兵庫県が事務局を務める「ごはんを食べよう国民運動推進協議会」は、食料の重要性や、ボランティア

の善意を忘れないために、この日を「おむすびの日」と定めました。 阪神・淡路大震災の発生から今年で30年となります。昨年元日に発生した令和６年能登半島

地震が記憶に新しいですが、この30年の間にも各地で大きな災害が頻発しています。災害発生直後は支援が届かないということを前提に、一人ひとりが自分の命は

自分で守ることを意識し、普段から備えをしっかりしておくことが大切です。 

 

 


